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み
ご
と
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
つ
づ
き
、
沿
道
の
足
元
に

は
カ
タ
ク
リ
が
紫
色
の
花
を
開
い
て
い
た
。「
優
駿
さ
く

ら
ロ
ー
ド
」
は
、
浦
河
町
西
舎
（
に
し
ち
ゃ
）
地
区
に
あ

る
「
う
ら
か
わ
優
駿
の
里
公
園
」
の
沿
道
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
。
樹
齢
80
年
か
ら
90
年
の
約
１
０
０
０
本
の
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
み
ご
と
に
咲
き
誇
る
。
こ
こ
に
は
「
う
ら

か
わ
優
駿
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
（
ア
エ
ル
）」
や
、
日
本

中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
の
「
日
高
育
成
牧
場
」
な
ど
が

あ
り
、
浦
河
は
、
名
馬
シ
ン
ザ
ン
や
ト
ウ
シ
ョ
ウ
ボ
ー
イ

の
故
郷
だ
か
ら
、
競
馬
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
一
度
は
訪
れ
て

み
た
い
場
所
で
あ
る
。

　

同
牧
場
に
は
、推
定
樹
齢
１
０
０
年
の
巨
木
「
百
年
桜
」

や「
長
寿
桜
」が
あ
り
、さ
ら
に
道
内
最
大
と
い
わ
れ
る「
う

ら
か
わ
オ
バ
ケ
桜
」
も
あ
る
。
こ
の
オ
バ
ケ
桜
は
、
今
春

か
ら
近
く
で
見
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で
本
年
の
「
第
53
回
優
駿
の

里
浦
河
桜
ま
つ
り
」
が
中
止
に
な
り
、
そ
れ
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。
で
も
、
天
馬
街
道
（
国
道
２
３
６
号
）
沿
い
に

あ
る
オ
ロ
マ
ッ
プ
展
望
台
か
ら
な
ら
遠
望
は
で
き
る
。

　

浦
河
町
は
日
高
振
興
局
の
所
在
地
で
人
口
は
１
万
１
９

９
０
人（
２
０
２
０
年
３
月
末
現
在
）。気
候
は
穏
や
か
で
、

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
雪
が
少
な
い
。

　

太
平
洋
が
も
た
ら
す
海
産
資
源
が
豊
富
で
、
良
質
の
ダ

シ
が
取
れ
る
「
日
高
昆
布
」
や
、
サ
ケ
、
マ
ス
、
ス
ル
メ

イ
カ
が
特
産
と
し
て
知
ら
れ
、
浦
河
の
ウ
ニ
漁
は
春
な
の

で
桜
の
季
節
は
お
薦
め
で
あ
る
。

　

町
内
に
は
競
走
馬
の
生
産
・
育
成
を
行
う
約
２
０
０
の

牧
場
が
あ
り
、
３
０
０
０
頭
以
上
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
が
駆

け
ま
わ
る
。

　

こ
こ
は
縄
文
時
代
か
ら
栄
え
、
当
時
の
装
飾
、
石
器
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
和
人
と
の
か
か
わ
り
は
江
戸
時
代
か

ら
記
録
が
残
り
、
松
前
藩
が
浦
川
場
所
を
開
き
、
漁
業
に

よ
る
交
易
を
行
っ
て
い
た
。

　

開
拓
は
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
さ
く
ら
ロ
ー
ド
が

あ
る
西
舎
に
九
州
の
天
草
郡
や
大
村
郡
か
ら
移
住
者
が
入

り
、そ
の
10
年
後
か
ら
キ
リ
ス
ト
者
の
開
拓
団
「
赤
心
社
」

も
西
舎
に
集
団
入
植
し
て
い
る
。
１
９
０
７
（
明
治
40
）

年
に
、
種
馬
の
繁
殖
・
改
良
を
目
的
に
し
た
「
日
高
種
馬

牧
場
」（
旧
農
林
水
産
省
日
高
種
畜
牧
場
）
が
設
置
に
な
っ

て
馬
産
地
の
基
盤
に
な
っ
た
。

　

同
牧
場
の
整
備
で
桜
や
カ
エ
デ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
が
植

え
ら
れ
、
や
が
て
沿
道
の
桜
並
木
の
植
樹
が
始
ま
る
。

　

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
、
現
在
の
ア
エ
ル
体
験
農

園
あ
た
り
の
交
差
点
か
ら
ア
エ
ル
入
り
口
を
過
ぎ
た
あ
た

り
ま
で
桜
１
０
０
本
が
植
樹
さ
れ
、
翌
年
に
50
本
、
１
９

３
３
年
に
現
在
の
日
高
育
成
牧
場
事
務
所
あ
た
り
ま
で
９

０
０
本
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、桜
の
補
植
を
行
っ

て
、
現
在
の
桜
並
木
に
な
っ
た
。

　

第
１
回
の
浦
河
桜
ま
つ
り
は
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年

に
日
高
種
畜
牧
場
（
現
日
高
育
成
牧
場
）
で
開
か
れ
、
い

ま
は
会
場
が
ア
エ
ル
に
移
っ
て
い
る
。

　

ア
エ
ル
は
、
浦
河
町
と
Ｊ
Ｒ
Ａ
が
「
馬
と
自
然
と
ふ
れ

桜並木にはアエルの放牧場も隣接していて馬たちに合え
る。乗馬事務所で「馬のおやつ」（ニンジンスティック）
が100円で販売されていた

青 木 和 弘

日高管内浦河町

優駿さくらロード
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あ
え
る
里
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
９
９
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
保
養
施
設
だ
。
乗
馬
体
験
な
ど
が
で
き
、
宿
泊
施
設
や

広
い
放
牧
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
あ
り
、
町
な
ど

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
う
ら
か
わ
優
駿
の
里
振
興

株
式
会
社
」
が
運
営
す
る
。

　

ア
エ
ル
は
、
か
つ
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
の
余
生
を
送
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
30

歳
を
迎
え
た
ウ
イ
ニ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
や
、
ス
ズ
カ
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
な
ど
の
名
馬
に
合
う
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
、

隣
接
す
る
日
高
育
成
牧
場
の
施
設
や
調
教
の
様
子
を
見
学

す
る
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
い
て
、
競
馬
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と

も
一
見
に
値
す
る
と
評
判
だ
。
た
だ
、
本
年
度
の
ツ
ア
ー

実
施
は
、
ア
エ
ル
（
電
話
０
１
４
６
・
28
・
２
１
１
１
）

に
問
い
合
わ
せ
し
て
ほ
し
い
。

樹齢80年から90年のみごとなエゾヤマザクラが咲き誇り、桜のトンネルができる「優駿さくらロード」。放牧場や厩舎
などが桜並木の風景を引き立てる

ＪＲＡ日高育成牧場内にある巨木の「うらかわオバケ桜」。
オバケは近くを流れるオバケ川の名に由来する。樹齢80年
ほどだが、道内一の大きさで、全国で３番目とも。１月11
日、環境省の「巨樹・巨木林データベース」に登録された
（この写真は浦河町提供）


